
いて (奥田・辻)11) 

もも

を にして一

奥田尚@辻�  )11

1.はじめに たため、その内容は必ずしも正確とはいえず、

供養塚古墳は、滋賀県近江八幡市千僧供(せんぞ ながらも問題が生じていたことも事実である。

朗

く)町一帯に所在する千僧供古墳群を構成するー古

墳である(図� 1)。昭和57 (1982)年度に、県営ほ

場整備事業にともない、周辺一帯を含めた事前発掘

調査が実施された。その結果、供養塚古墳からは多

種多数の埴輪群が出土した。その調査成果を踏まえ

て、昭和59(1984)年3月30EIに県指定史跡に指定

され、現地において保存されている。

発掘鵠査後、諸般の事情により正式報告書は長ら

く未刊行であった。その問、断片的な資料の提示が

あったが、本格的な整理調査を経たものではなかっ

平成11"-'13年度にわたって、緊急地域雇用特別交

付金事業の一環として、滋賀県教育委員会が主体と

なり、未整理@未報告資料の整理調査事業が実施さ

れた。その事業の一環として、本古墳群の重要性を

して、供養塚古墳を含む千僧供古墳群の整理調

査が実施されることとなった。その整理諦査の内容

については、すでに『緊急地域雇用特別交付金事業

に伴う出土文化財管理業務報告書Jとして刊行され

(九12002)ている(辻Jl

住蓮坊古墳(204-136)、トギス塚古墳(204…� 137)、岩塚古墳(204-138)、供養塚古墳(204-139)、ジジパパ古墳(204-131)、

高ノ瀬古墳(204-132)、大将軍塚古墳(204-133)、張近古墳(204-132)、北出古墳(204-135)、ラカン塚古墳(204-140)

図� 1 千僧供古墳群と供養塚古墳の位置� 
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(辻)11)は供養塚古墳の整理調査を担当した

が、その整理調査の過程において、供養塚古墳の埴

輪資料を対象とした域輪検討会の例会を実施し、広

く資料を実見したうえで、参加していただいた会員

の方々から ご教示を得ることができた。さ

らに、その際、 (奥田〉による出土埴輪の砂磯

観察を実施することができた。その結果については、

諸般の都合により、上記� f報告書Jに掲載すること

ができなかったため、この場を借りて、結果を報告

する次第である� 出土埴輪を含め、遺構@遺物の詳O

細については、� F報告書Jを参照願いたいが、

と出土埴輪について若干触れることにした。

なお、本稿は第� 2章を奥田が、それ以外を辻JlIが

執筆し、最終的には辻J11が編集したものである。� 

2.遺構の概要� 

)1千僧供古墳群(図)(1 

千僧供古墳群は、近江八幡市の南西部に位置するO

古墳時代中期から後期にかけて、瓶割山の西麓一帯

された大小10数基からなる古墳群である。こ

れら構成古墳の大半は後肢の削平によって地表に痕

跡をとどめていないが、供養塚古墳をはじめ、住蓮

坊古墳@トギス塚古墳@岩塚古墳の4古墳は、

の一部を地表にとどめていた。発掘調査の結果、初

期須恵器を伴う住蓮坊古墳→供養;塚古墳が中期代に

造営され、その後、トギス塚古墳→岩塚古墳の瀬で

横穴式石室填-が造営されたことが判明している。現

状では中期後半から後期前半頃に空白があるが、削

平された古墳がこの間に充当する可能性が高く、中

期から後期にかけて継続する首長系譜とみてよい。� 

(2) 供養壕古墳(図� 2 " 3) 

供養塚古填-は短小な前方部をもっ前方後円墳であ

るO 墳丘は、後円部に小さな社が鎮座しており、そ

の一等が低平な高まりとして遺存する以外は、すべ

て削平されている。

墳丘の約半分程度にトレンチを設定し、発掘調査

が実施された結果、墳丘とそれをとりまく周濠が検

出された。墳丘の全長は約52m、後円部径約38m、

前方部幅約24mをはかる。墳丘主軸はほぼ南北方向

にそろえている。さらに東側のくびれ部には造出し

が取り付いている。造出しの位置など若干異なる点

はあるものの、周濠を含めた墳丘全体の平面形態が

大阪府蕃上山古墳とほぼ同一規格であることが調査

当時から指摘されている O した墳丘斜面には、

..8m造出しは幅約O人頭大程度の葺おを葺いている� 

奥行き約� 4mをはかるもので、斜面には墳丘と同様

に葺石が認められた。造出しの上部はほぼすべて削

平をうけており、なんら痕跡を見出すことはできな

かっ� fこO

埋葬施設については、周濠など墳丘局辺部の調査

が主体となったため、不明で、ある。ただし、『近江

輿地誌略Jには江戸時代寛文年間に発掘がなされ、

とおぼしき施設の存在や、鏡@鉄刀@玉類の出

土があったとの記述がある。また、昭和8 (1933) 

年には土砂採取中に小在室が発見され、そのなかか

ら横矧板鋲留短甲1領と鉄器類が出土している(柏

倉1934)。以上から、供養塚古墳の埋葬施設は、

文年間の竪穴式石榔と思われるものと、昭和8年に

された小石室と、あわせて� 2基の存在を知るこ

とができる。今回、後者の小石室の位置について、

。柏倉氏の謂査後、3) .. 2検討をこころみた(図� 

周辺の耕地整理が進み、地形が改変されていたが、

昭和36(1961)年段階に撮影された空中写真には、

倉氏による墳丘実測図の地割(図 3 の A~日〉とほ

ぼ同形の地部(図 2 の A~E) を見出すことができ

た。さらにこれに昭和59(1982)年調査特の墳丘実測

図を重ねた結果、小石室は、おおむね後円部の中心

付近から、やや南西よりに位置することが判明した。

寛文年間に発揺された石榔の位置は不礁定であるも

のの、これを後円部中心部(図� 3の蓋石付近)に仮

定した場合、小石室はやや位霞的に中心からはずれ

ており、器財理納を目的とする副次的施設である可

能性がやはり高いと考える。� 

3. 出土壇輪の概要

概要)(1 

周濠内からは、多量の造物の出土をみた。その内

は、埴輪類(円筒塘輪@形象埴輪) ..土器類(須

恵器@土師器@線紬陶器など〉である。これらは、

古墳-に伴う と、それ以降周濠に流入した一群と

にわけることができる。ここでは前者、そのなかで

も埴輪を中心として概観する。出土した埴輪は、数� 

-21-



供養塚古墳出土埴輪について (奥田・辻)11) 

図 2
 

(1961年撮影、 C23-6621から拡大)
 

S = 1/500 


図 3 供養塚古墳墳丘測量図  

再トレース。)11J年度の発掘調査時の平面図を合成した。辻1982と8所収の挿図第1938(粕倉
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に膨大であり、収納用コンテナ300箱以上に及

主主。� 

(2) 円筒埴輪

普通用筒埴輪と朝顔形埴輪があるミ焼成は、いず

れも無黒斑で、須恵質のものを含む。形態について

みると、普通円筒埴輸の場合、全形をうかがえる例

からは、� 7突帯8段構成と6突帯?段構成との� 2種類の

段構成が存在することがわかる O これらの口径は、

約39cm前後に分布の中心があり、大型品が主体を占

める O 突帯間隔は、普通円筒埴輪の口縁部高は9.6

，.....，10.0cm、細部高は10.1，.....，� 10.5 cm、底部高は10.6，.....，� 

11cmにそれぞれ分布の中心が認められた。日縁部高

孟閥部高三五底部高という関係にあるが、その差はわ

ずかであり、おおむね各段間隔が均等であるとみて

大過ないものである。それゆえ、上田陸氏のいう

@古市型J~こ相当すると考える(上回2001)。

また、突帯の貼り付けに押圧技法を用いる例がある。

スカシ孔については、『報告書Jでは、ほぼすべて

円形としたが、刊行後、� L点、であるものの、半円形

スカシの存在を確認している。外面調整は、� 2次調

整としてB種ヨコハケ調整を施すものが主体的であ

るO それ以外にも、底部などの一部の調整に� 2次調

整を省略するもの、外国全体に省略するものも一定

度見出すことができた。� B種ヨコハケは、一瀬和夫

氏による細分案(一瀬1992) のBc種が最も多く、

それについてBdj種が続き、若干のBb種が認められ

た。

上記の諸特徴からして、円筒埴輪の所属時期は、

川西宏幸氏の河筒埴輪編年IV期に相当するものとみ

て大過ないであろう。さらに、一瀬氏によるB種ヨ

コハケの変遷観では大山吉墳から土締ニサンザイ古

墳段階に位置づけられるものである。これは、供養

塚古墳の造出し付近で出土したとされる初期須恵

器侶)がTK216，.....，208型式に併行する可能性が高いこ

とと離離をきたすものではないと考える。� 

(3) 形象埴輪

形象埴輪には、器財類(葦形埴輪@紋形埴輪@甲

胃形埴輪)、家屋類(家形埴輪@図形土産輪?)、動物

(馬形埴輪@鳥形埴輪入人物類(男性埴輪@女

性埴輪)がある。それら以外に、器麓の同定をなし

えなかった不明塙輪が若干ある。� 

蓋形埴輪周濠各所から しており、埴輪列中

への配置が推測される。本古墳の菱形埴輪は、笠部

下端のみに突帯をめぐらし、中央部突帯を欠如する

こと、また、笠部外面に顕著な施文を施さないこと

などを特徴としてあげることができる。

革文形@申曹形埴輪 いずれも若干数の出土にとど

まり、少数が局所的に樹立されていたと考えられるO

家形埴輪 造出しの対岸付近の周濠内から集中し

て出土している。十分な接合作業が未実施であるも

のの、現時点で少なくとも大小7個体程度の存在を

確認している O さらに、器厚がかなり厚く、外面下

端に突帯をめぐらす底部片があり、囲形埴輪に相当

する可能性がある。

馬形埴輪 家形埴輪と同様に、造出し対岸付近の

周濠内に集中する傾向を示す。全形を復元しうるも

のがないが、重複する部位があるので、� 2個体以上

存在したとみて大過ないと考える O これらの破片に

は、杏葉などの装飾具を残すものがなく、「飾り馬j

でなかった可能性が高い。

鳥形埴輪 少数が出土したにとどまる。脚部の破

と鶏と思われる頭部の破片がある。

人物埴輪 少なくとも女性埴輪後数個体と、男性

埴輪2個体分の存在を識別することができたが、こ

れら以外にも複数の個体があることは確実である。

男性の� 1体は裸足であり、力士埴輪の可能性がある。

もう� 1体は頭上に冠様の表現をなした半身像である。

(辻}l1) 

4. 出土埴輪の砂磯(図� 4 " 5、表� 1 ) 

近江八幡市の供養塚古墳から出土している埴輪の

表面に見られる砂磯を肉眼で観察した。始めに裸眼

で埴輪片全体を観察し、観察良好な部分を倍率30倍

の実体顕微鏡で観察した。観察結果について述べる

と共に、埴輪に含まれる砂醸の採取地について述べ

る。

埴輪の砂磯について)(1 

埴輪の表面に見られる砂磯は岩片として花商岩@

流紋岩@砂岩@沼岩@チャート@火山ガラス、鉱物

片として石英@長石@黒雲母@角閃石@輝石@機横

石である。これら砂磯の特徴、砂磯構成について述

べる。
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いて (奥田・辻J11) 

18-60 

13-5 
19…� 63 

17-43 

図4 砂擦を観察した埴輪(1.円簡埴輪) 縮尺は� 23-118が� 1/3、それ以外は� 1/6

花岡岩:色は灰白色で、粒形が角、粒径が最大0.7 

mmで、ある� 石英と長石が噛み合っているO O

流紋岩:色は白色、灰白色、灰色、黒色、褐色、

茶褐色、赤褐色、淡茶色、赤茶色、淡赤色と様々で、

粒形が角、亜角、亜円、粒径が最大で、4mmである。

石基はガラス質である。

砂岩:色は灰色、褐色、淡緑色で、粒形が亜角、

亜円、粒径が最大0.5mmである。細粒砂からなる。

泥岩:色は灰色、暗灰色、暗褐色で、粒形が亜角、� 

粒径が最大0.7闘で、ある。

チャート:急は灰白色、灰色、暗灰色、褐色、暗

褐色で、粒形が亜円、粒径が最大2mmで、ある O

火山ガラス:無色透明、員殻状で、粒径が最大0.7 

mmで、ある。

石英:無色透明、粒形が角、粒径が最大1.5mmで

ある� 複六角錐あるいはその一部が認められるものO

もある。

:白色、灰白色で、粒形が角、粒径が最大1.5 
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-; 

ノ� 

/ 

42…7 
(家)

55-9 

46-1 (人物) 

(申 

¥ 

/ ¥ 

50-4 
(馬) 

図� 5 砂礁を観察した埴輪(2.形家埴輪) 縮尺は全て� 1/3 

mmである。

:黒色、桜状で、粒径が最大O.2mmである。

角肉石:黒色、柱状、粒状で、粒形が角、粒径が

最大O.2mmである O

輝石:暗緑色、粒状で、粒形が亜角、粒形が最大� 

O.7mmである。

撤横石:褐色透明、茶色透明で、粒状、粒形が最

大O.7mmである。

以上のような特徴を持つ砂磯から、当古墳付近の

岩石分布をもとにして砂磯種構成を求めれば、花嵐

岩質岩起源と推定される� I類型、流紋岩質岩起源と

推定されるIV類型、堆積岩起源と推定される四類型

に区分される。少量の砂機種も考慮して縮区分すれ

ば、� Id類型、� 1bd類型、� 1bdg類型、� IVab類型、� 

IVabg類型、� IVb類型、� IVg類型、四dfn類型、� Wdn

類型には分される O 各砂機種の特徴について述べるO 
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供養環古墳出土埴輪について (奥田@辻)11) 

d類型:花臨岩質岩起源と推定される砂磯を主と

して、流紋岩質起源と推定される砂i擦を僅かに含む

砂磯からなる O 

bd類型:花詞岩質岩起源と推定される砂磯を

とし、閃緑岩質岩起源@流紋岩質岩起源と推定され

る砂磯を僅かに含む砂磯からなる。� 

bdg類型:花商岩質岩起源と推定される砂磯を

とし、閃緑岩質岩起源@流紋岩質岩起源と推定され

る砂磯、砂岩の砂磯を僅かに含む砂磯からなる。� 

ab類型:流紋岩質岩起源と推定される砂磯を

とし、花鴎岩質岩起源@閃緑岩質岩起源と推定され

る砂磯を僅かに含む砂磯からなる。� 

abg類型:流紋岩質岩起源と推定される砂磯を

とし、花闘岩質岩起源@関緑岩質岩起源と推定され

る砂E紫、砂岩@チャートを僅かに含む砂磯からなるO 

b類型:流紋岩質岩起源と推定される砂磯を主と

し、閃緑岩質岩起源と推定される砂磯を僅かに含む

砂磯からなる。� 

g類型:流紋岩質岩起源と推定される砂礁を主と

し、砂岩@チャートを僅かに含む砂磯からなる。� 

dfn類型:砕屑岩起源とされる砂磯を主とし、流

紋岩質岩起源の砂磯や他形の撤横石の砂磯を僅かに

合む砂磯からなる。� 

dn類型:砕屑岩起源とされる砂磯を主とし可流

紋岩質岩起源の砂磯や{由形の輝石の砂磯を僅かに含

む砂磯からなる。� 

(2) 砂礁の採取地について

供養塚古墳が位躍する南方の三三上山には花闘岩が

分布し、東方には花街斑岩が僅かに分布する。また、

東方や北方には流紋岩質岩が分布する O 南方を流れ

ている日野JlIの上流には砂岩や泥岩が分布する。北

方を流れている愛知川の上流には砂岩や泥岩、塩基

性凝灰岩が分布する。このような岩石の分布をもと

に当古墳近くで砂磯の採取地を求めれば、� I類型に

る砂磯は花嵐岩が分布する付近の砂磯であるこ

とから三上山の北麓付近が推定され、� IV類型に属す

る砂磯は当古墳東方の岩倉付近の砂磯と推定されるO 

v五類型に属する砂磯は輝石や撤機石が含まれること

から塩基性岩の分布域の河川が推定され、八日

観察しなかったが、砂磯組成からみれば、少なくと

も3地域の砂磯で製作されているといえる。

(契田尚) 

5. まとめ

の砂磯観察は、観察対象とした資料が13点と

限定されているものの、その結果から、供養塚古壊-

の埴輪の砂磯組成には、少なくとも9つの類型があ

り、それらは大きく� 3つのグループに大別できるこ

とができた。さらに、それらの採取地を古墳の周辺

にもとめると、三上山北麓付近、供養塚古墳東方の

岩倉付近、八日市市域の愛知川付近にそれぞれ候補

地を求めうることが判明した。

供養塚古墳の円筒埴輪の諸特徴については、先に

概述したとおりであるが、とくに大型品が主体的で

あること、典型的な日種ヨコハケ調整技法を採用し

ていることなど、器形的にも、技法的にも、該期の

近畿中央部一具体的には百舌烏@古市左墳群の円筒

埴輪との共通性を強く示している O 該期の近江地域

の円筒埴輪をみると、若干の例外を除けば、器形的

には小型品が主体をなし、技法的にも整ったB種ヨ

コハケ調整をみることは稀である。このことは、供

養塚古墳の円筒埴輪を製作した工人が近畿中央部の

工人達との誼接的な交流をもっていた可能性が高い

ことを示唆していると考える。この直接的な交流の

呉体像を明らかにすることは、該期の埴輪製作技術

の拡散を知る上で重要な問題であるが、この場合、

近畿中央部において製作された円筒埴輪が当該地域

へ撮入されたという想定も理論上なりたつことにな

る。しかし、今回の砂磯観察結果からは、そのよう

な想定が単純に成立しがたいことを示唆するものと

考える。

本稿では、砂磯観察の報告を主眼としたため、供

養塚古墳の埴輪群の評価については、まだまだ不十

分であることは十分承知している。今後、周辺地域

をも視野にいれて、再度位置づけを試みることを期

して、稿を終えたい。

末筆ながら、埴輪検討会例会において、貴重な御

意見、御教示を賜った会員諸氏に対して、厚く御礼

の愛知川の砂磯と推定される O 1)1申し上げる次第である。(辻)�  

供養塚古墳に使用されていた僅か13基の埴輪しか



(おくだひさし:

(つじかわ てつろう:財-団法人滋賀県文化財-保護協会)� 

(1) 以下、本報告書は記述の便をはかるため、『報告書Jと略称す

る。� 

(2) 残念ながら、本資料については、所在が不明であり、現物を

確認しえなかった。それゆえ、以前に現地説明会資料において

提示された実測図からの判読した所見であるO

引用@参考文献

@一瀬和夫「古市.古墳群におけるi樹;命群の変遷…大型古墳を中心

として-J r究斑…埋蔵文イ闘:研究会15J司王碍己合論文集-J

埋蔵文化財研究会� (1992) 

@上田 臨「吉市古墳郡を中心とした古墳時代中期前半期円筒埴

輪の規格J r堅田直先生古稀記念論集』真陽社� 2001

@柏倉亮吉「供養塚古墳J r滋袈県史蹟調査報告第6冊J 1938 

@錨方正樹「中期古墳の円箆埴輪J r史跡大安寺!日境内J奈良市埋

蔵文化財研究報告第1間奈良市教育委員会� 1998

論受容形態検討11哲朗「円筒埴輪の突帯設定技法の復元…埴}II@辻 

の基礎作業として…J r埴輪論議J 1埴輪検討会� 1999

@辻}II哲朗� i2-10 滋袈県指定史跡千僧供古墳群J r緊急地域

雇用特別交付金事業に伴う出土文化財管理業務報告書J

滋袈県教育委員会財団法人滋賀県文化財保護協会� 

2002 

27 



表1 供養塚古墳出土埴輪の表面に見られる砂磯� 

b。� 
cxコ

石LよJ 石 鉱 物
綿海

番自
器

花儲岩 関緑岩 流紋岩 砂岩 泥岩 チャート 片岩 火山ガラス 石英 長石 雲母 角関石 輝石 の 類 型

種
，片EF苦翠，

棟銀� 301音 裸限� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30f吾 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍 操服� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍 裸眼� 30倍� 

106 埴円筒輪� M稀角� M亜稀角� S僅� S多� S様板� 1d 三上山麓� 

23- 673 埴円筒輪� M稀角 亜M稀角� M車稀内� ME“稀僅� S多� S稀� 1bdg 三上山麓118 

13-5 267 埴円箭輪� M稀角� M亜稀角� Mω僅� Mω多� S稀� 1bd 三上山麓� 

18“60 676 埴円簡輪 レ韮角僅� L亜司角中� M車-角稀� M車F円霧� L亜-稀円� M司徴� ME中{僅 M叩僅� M 徴� 19 荘地� 

19司63 49 埴円i輪寄� L-稀角� L車m角{僅 L亜F角稀 M稀� M麗構丹� M-僅� MEω{多僅M-僅� M-中� S稀� 1abg 在地盟円� 

17-43 287 埴円笥輪� L亜角僅 五重在ー角多� M山中� S中� M-徴� S中� S稀� 1b 在地� 
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30ω2 731 形朝埴顔輪� M亜-角稀� M亜角稀 五E在司鐙中� Mω僅� S多� S稀� 1bd 在地� 

42“7 106 埴家輪影� M亜-角徴� M盟角徴 亜M角僅 亜M稀角� Mω僅� MEm徴中� Mω稀� M-僅� ME稀稀� 1dn 愛知川� 

172 埴葦形輪� M亜-角僅� M麗{円華 亜M角僅 亜M徴角� M諦員� ME-徴中� M“僅� M稀� 1dn 愛知川� 

46-1 339 武塘人輪� 
Lω稀� L-僅

亜M稀角� !亜M角徴 韮M稀角� S謹� M13-僅多� S徴� M稀� 1dfn 愛知川
ヨ主円� 

55時� 9 250 埴人物輪� S稀角� L歪ω角稀 亜S稀角� ES 稀中� s ~希 S多� S稀� 1bd 三上山麓� 

50司4 5 馬埴形輪� M稀角� L亜ω角稀� L車-角徴� S~希 ME-僅多� S僅� S中� S~希 1bd 三上山麓

*挿図番号は『報告書J記載のものO 図版番号一遺物番号をさす。表示のないものは未掲載分である O
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編 集後記

今年度も、全国の遺跡で数多くの発見が新聞紙上を娠わせました。県内においても、繕所城

下町遺跡@鍛治屋敷遺跡、をはじめとして多くの遺跡調査で成果を挙げることができました。そ

して現地説明会では、多くの考古学ファンや地元の方々に見学していただくことができました。

に掲載されている論考は、遺構@遺跡論から保存科学と 11I国広く、多岐にわたり、今年度

の発掘調査に関連する最新情報や成果を反映させたものも含まれています。これらの論考が、

埋蔵文化財の調査に携わる者の一助となり、我々の仕事である文化財の保護@普及活動の

を担っていくものと信じております。 m(一 )m 
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